
十倉委員提出資料

資料７



〈2050年CN実現に向けた視点〉

１．2050 年CNへの道筋と実現に向けた視点

〈2050年CN実現に向けた道筋〉

①イノベーション
⾰新的技術開発

②トランジション
既存⼿段の総動員

③投資の促進
研究開発・社会実装
のための投資

④産業競争⼒強化

（注）数字の単位はPJ（ペタジュール）

２．2050年CN実現のための「GX政策パッケージ」

 2050年までの社会実装が必要となる技
術・投資額・政策を時間軸を付して明⽰

ロードマップ
 ロードマップの策定・実⾏の司令塔
 社会全体のコスト負担のあり⽅等も議論

司令塔 「GX実現会議」 （仮称）

GX政策パッケージ

 政府は、官⺠の投資を最⼤限引き出し、産業の国際競争⼒を維持・強化すべく、
「GX政策パッケージ」＝グランドデザインを早急に提⽰すべき。
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エネルギー
供給構造の転換

（エネルギーミックスの実現と
電力システムの次世代化）

エネルギー
供給構造の転換

（エネルギーミックスの実現と
電力システムの次世代化）
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産業構造の
変化への対応
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変化への対応
攻めの

経済外交戦略
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カーボン
プライシング
カーボン

プライシング

電化の推進・
エネルギー需要側を

中心とした

革新的技術の開発

電化の推進・
エネルギー需要側を

中心とした

革新的技術の開発

原子力利用の
積極的推進

原子力利用の
積極的推進
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